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を叫∈【0，∞）とおく・   

各企業は各々工種類の施設を配置可能と仮定し，施  

設の種類の全体集合をJ＝（1，…，りとおくことによ  

り施設の種類をJ∈Jと指標を付ける，ここで，エは  

ある自然数とし，指標は施設の質的レベルの低い順に  

並び替えられている．施設には種類に応じて，顧客に  

対する勧誘指数，建設費の2つのデータが与えられて  

いるとし，各々たJ，q∈【0，∞）とおく，ここで，これ  

らのデータは以下の関係式を満たすとする：  

∞＞た1＞た2＞…＞毎＝1，  

0≦Cl＜C2＜‥・．＜C乙＜∞．   

競合する2企業について，先手企業と後手企業の施設  

を各々A，βとおく・施設はβ内の点上に配置されると  

し，各施設ダ∈（A，β）の配置された位置を（抑，押）∈  

βとおく．各企業が配置する施設A，βの種類の指標を  

各々g山gβ∈Jとおく．また∴施設ダの施設の勧誘九  

建設費を各々毎，Cダとおく．   

顧客盲と施設ダとの間の距離をd‘ダとおく．2つの  

施設に対して，顧客は施設の勧誘力と施設までの距離  

の積が小さい施設のみ利用する，即ち，その顧客の購  

買力を全て感得できると仮定する．また，2つの施設  

について距離が等しい場合には，顧客は先手企業の施  

設Aのみ利用すると仮定する．施設ダが獲得した顧  

客の指標集合を埠⊆Jとおく，ここで，鞄は次の  

関係式を満たす：  

〃ム∪梅＝J，ⅣAnⅣβ＝臥  

本研究では，全煎客から得られる企業の売上は施設の  

獲得購買力の総数に比例すると仮定し，この比例係数  

をα∈（0，∞）とおく・このとき，企業A，Bの施設配  

置問題は次の利得最大化問題（j㌔），（鞄）として定式  

化される：  

ニ はじめに  

最適配置問題の一分野である競合施設配置問題の研  

究は，Hotelling【3】を先駆者として発展してきた・こ  

の間題は複数の企業が競合している状況において施設  

の利用者から獲得可能な利得または購買力を最大化す  

る問題であり，利用者の施設選択における主な評価基  

準として施設。利用者の間の距離がよく用いられてき  

た．距離に加えて施設の質的側面を評価基準の一つと  

して考慮したモデルとしては，Kark㌶is【句の論文が挙  

げられる・また，斑血i【2】は先手企業。後手企業の  

2種類の企某が交互に施設を配置する問題を考案し，  

Dre皿er【且】は平面上に施設を配置するモデルとして問  

題を考察した．これらの問題では，St∝血盟如rg均衡の  

概念を用いて解を定義している．   

本研究では，利用者の施設に対する評価基準を施設。  

利用者間の距離と施設自身の勧誘力の積として表した．  

2点間の距鮭については，Euclid矩腱（g2－ノルム）と  

直角取繕（gl－ノルム）で定義される場合について考察  

する．そして，競合する先手企業。後手企業の2企業が  

交互に施設を配置する状況の下で，利用者から獲得可  

能な利得の最大化を目的とする問題について考察した．  

望 置デ』』の構築起定式化   

利用者が存在し各企業が施設を配置可能な集合をg∈  

R2で与える．利用者の分布はg内に存在するm偶の  

点の集合で表わされると仮定し，同じ点上に存在する  

利用者は1つの集団とみなす，ここでmはある有限の  

自然数である；以下では利用者の集団を「顧客」と呼  

ぶことにする．各節客を豆∈Jと指標を付ける，ここ  

で，J＝（1，…，m）は顧客の全体集合をとする・各顧  

客孟∈Jについて，預客の存在する位置を（∬i，机）∈β  

とおき，顧客の位置の集合を∬＝（（ヱi，眺川∈J）で  

表わす．また，各顧客盲∈Jについて，顧客の購買力  

びα 
（才‘ 
JA∈J  

j㌔：  
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●鋭角三角形を形成する顧客の存在する3点に対す  

る外接円．   

上記によって表現される円の放とⅣとおくと，〃は  

0（m3）で与えられる・各円に対して，円の内部に存  

在する顧客の購買力の和が多い順に指標としてm∈  

（1，…，Ⅳ）を付ける・各円に対する中心及び円の内部  

に存在する顧客の集合を，各々cn∈∫，ん⊆Jとおく．  

このとき，次の定理が成り立つ：   

定理2各施設がJA＞Jβとなるように固定されてお  

り，施設Aが既に配置されたとする．このとき，施設  

βの最適な配置の位置の1つは施設Aの配置点と点c員  

を咤一境：境に内分する点であり，そのとき企業B  

の獲得鹿冥力の総和は∑緩′鳥叫で与えられる・ここ  

で，元は企業Bが点cnに施設を配置した時にん上の  

全ての顧客を獲得できる点のうち，mが最小の値をと  

る，即ち，獲得購買力の和が最大となる点を表わす．  

また，定理2から施設Aの最適配置が点㌫上にあ  

ることが言え，各‰上に施設Aを配置したときの施  

設βの最適配置を求めることにより，各企業の最適配  

置を求めることができる．  

α  

i∈ノVβ  

J㌔：  max cr 

（ヱβ，yβ）∈5   
Jβ∈J  

ここで，β∈【0，∞）は売上に対する建設費め重要度を  

意味する定数であり，βの値が大きい程建設費を重視  

していることを表わす．  

3 問題の解析   

本節では，Euclid距離により各点間の距離を与える  

場合についての解析を述べる．各企業の利得最大化問  

題（払），（j㌔）を解くにあたって，各企業の廃り得る施  

設の種類毎に場合分けを行う必要がある．各企業の施  

設配置は2つの施設A，βの勧誘力の比較から以下の3  

つの場合に分けられる．   

（i）JA＝Jか即ち，たA＝たβのとき，この間題は  

Drezner［1】のモデルと同様に扱うことができる・  

（追）JA＜Jか即ち，たA＜毎のとき，以下の定理が  

明らかに成り立つ：   

定理1JA＜Jβを仮定する．このとき，施設Aめ最適  

配置は購眉力の最も大きい点上に配置することであり，  

施設βの最適配置は施設Aと同じ位置に施設を配置  

することである．   

（坤）JA＞b卜即ち，たA＞たβのとき，施設βの獲  

得できる顧客の存在領域はたAdiA＞たβ魂βと表わさ  

れ 以下のように変形できる：  

4 おわりに   

説明の詳細，及び直角距離の場合については当日の  

発表で述べる予定である．  
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（遠鶉 dAβ  

ここで，dA云は施設A，β間の距離を表わす．上式よ  

り，施設βの獲得できる願客の存在領域は，中心が施  

設A，βの配置点を境‥咤で外分する点で，半径が施  

設A，β間の距離とたAたβ／（嶋一境）の積であるような  

円の内部（境界を含まない）で与えられる。   

次に，施設の配置場所に対する獲得顧客の集合に注  

目する．顧客の全体集合Jから任意の寂客を選択し，  
これらの顧客から部分集合を形成する．そして，この  

部分集合の帯客を包含する最小の半径を持つ円を考察  

する．このとき，これらは次の3つのいずれかにより  

表現される：  

●顧客の存在する点を中心とし，半径0の円，  

●願客の存在する2点を直径とする円，  

－37－   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




